
鹿児島県公立高校の入試選抜方法 
 

■公立高校推薦入試選抜方法 

1．鹿児島県公立高校推薦入試の現状 

 推薦入試は、各中学より学校長の推薦を受けた者に対して、一般入試のような学力検査での選抜ではなく、中

学３年間の学習や活動状況、面接、作文などを総合して評価する制度です。部活動や生徒会活動など学力検査で

ははかれない中学時代の取り組みを積極的に評価します。推薦入試は、普通科一般を含む全ての県立高校で実施

されています。推薦の募集定員も、普通科で定員の10％以内、その他の総合学科や専門学科では30％以内で、

各高校それぞれの特色に応じて設定することになっており、普通科は10％、その他の学科はおおむね20～30％

で設定している学校が多いようです。例外的に松陽高音楽科は定員の50％、美術科は定員の75％、鹿児島南高

体育科は定員の80％に設定しています。 

一つの中学校から同じ高校に推薦される生徒は、事前に担任の先生に申し出ておく必要があります。まれに学

校側から話をいただくこともありますが、基本的には自己推薦となります。その後、担任の教師が内申点・日頃

の学校の生活態度・課外活動等を考慮して推薦し、最終的に中学校全体で決定されます。学力検査が免除される

ので希望する生徒が多く、かなり競争率の高い困難な試験になっています。 
 

令和５年度 鹿児島県公立高校推薦入試日程 

 県内｢学区外許可申請｣および 

｢学区指定申請｣の市町村教委締切 
令和４年12月８日（木） 

 入学願書提出期間  令和５年１月20日（金）～1月26日（木）正午まで 

 面接等 令和５年２月３日（金） 

 合格内定通知 令和５年２月９日（木） 

 合格者発表 令和５年３月15日（水） 

     

２．推薦入試の選考方法と内容 

 選考方法 面接・作文・実技試験などの結果と、中学校から提出される調査書や推薦書などの書類とを総合し

て選考されます。内申点が高くないと推薦入試での合格は難しくなります。 

 試験内容 面接・作文・実技で実施 
 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

志願者全員に対して実施される。 

形式には、個人面接とグループ面接がある。時間は５～10分程度。 

 個人面接………受験生１人に対し、数名の面接官で面接する方法。 

グループ面接…受験生を何人か（３～６人程度）のグループに分け、全員に同じ質問をしたり、一

つのテーマに絞り意見を述べさせたりする方法。 

一部の学科やコースで実施。各学校とも、字数は600字～

800字。時間が45～60分。同じ学校でも、学科・コース

によってテーマが異なる場合もある。作文では、思考力・独

創性・人柄・意欲など、受験者の人物全体が見られるととも

に、国語力も見られている。どんなテーマに対してでも、自

分の意見を持ち、それを表現する力が必要である。 

一部の学科やコースで実施。過去に実施された内容には以下

のようなものがある。 

・英語科コース：英語のリスニング 

・ 体育コース：50m走や走り幅跳び 

ハンドボール投げ等基礎実技や専門種目 

・美術科コース：デッサン、水彩画 

・総合学科：自己表現 

・ 服飾デザイン：ミシン縫い、手縫い、アイロンがけ 

面 接 

作 文 実 技 



３．面接での質問について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．過去の作文・実技などの試験のテーマ(課題例) 

高校名 課題（テーマ） 字数 時間 

鶴丸 
（R4・3） 

Ⅰ.リモート会議のシステムについての文章を読んで、 

 ①筆者が考えるリモート会議の問題点を書きなさい。 

 ②会議をする（集団における対話）上で、合意で必要な（大切な）こ

とを本文をふまえて書きなさい。 

①100字 

②400字 
50分 

Ⅱ.複合問題 

 ・顔真卿の書と明朝体をみて、共通点と相違点を１点ずつ書く。 

 ・GDPの計算を行い、算出すること。 

 ・図形のマス目の動きに関する確率の問題。 

 ・英文を読んで、ヒトデの生態について答える。 

－ 50分 

Ⅰ.文明社会、情報化社会についての文章「パパラギ」を読んで、 

 ①筆者が考える問題点を形式段落ごとに書きなさい。 

 ②情報化社会の中で、あなたはこれからどのようにして過ごしていき

たいか、具体例を用いて書きなさい。 

①100字 

②400字 
50分 

Ⅱ.複合問題 

 ・あなたが住む町をＰＲするための提案を英語30語程度で書く。 

 ・バーコードリーダーの数字の規則性を用いた計算。 

 ・英文を読んで、植物の蒸散、呼吸、光合成について答える。 

－ 50分 

甲南 

（R４年度） 

・国語：説明文の読み取り、記号選択問題、記述 

・数学：図形と資料の活用の融合問題、中央値や平均値を用いた記述 

・英語：長文読解（インターネット利用の長所と短所） 

－ 50分 

鹿児島 

中央 
（R４・３） 

・エネルギーの消費について、無駄に使用されている場面はどこだと考

えられるか、また、どのような工夫をして、その無駄な消費を抑える

ことができると考えられるか、書きなさい。 

320字 

～400字 
60分 

・あなたの生活スタイルのどこをどのように見直すべきか答えなさい。 
320字 

～400字 
60分 

玉龍 
（R４年度） 

・成人年齢が 18 歳以上に引き下げられ、あなたが考える「大人」とは

どのような人か、また、高校ではどのようなことを頑張りたいか書きな

さい。 

600字 50分 

武岡台 
（R2・H30） 

・漢字一文字を選び、選んだ理由と高校生活に対する思いを書きなさい。 400字 50分 

・今まであなたに最も影響を与えた言葉を具体的な体験をあげて書きな

さい。また、今後それをどのようにいかしていくか書きなさい。 
400字 50分 

鹿児島南 
（H30・29） 

・ 「私の夢」を普段から心がけていることから書きなさい。 800字 50分 

・ 「つながり」という言葉を使い、自分の経験について書きなさい。 800字 50分 

鹿児島工業 
（R3年度） 

・ 鹿児島工業高校で充実した生活を送るために取り組みたいこと。 
500字 

～600字 
40分 

志望動機 

将来の希望 

高校での抱負 

部活動 

その他 

その学校を選んだ理由。自分の言葉で伝えるのがポイント。 

相手がイメージしやすいようにできるだけ具体的に。理由も添えて。 

勉強・クラブ活動・文化祭などの学校行事など具体的に。 

部活動名・ポジションや役割など活動を通してどんなことを学んだかを

述べよう。 

最近のニュースで最も印象に残ったこと。趣味。特技。長所と短所につ

いて。中学生活で最も印象に残ったことなど。 



面接 質問 例 

高校名 
推薦 

種別 
面接テーマ 

鶴丸 

全般 
多様性（多様化）がなぜ必要か。また、多様性（多様化）を身につけるためには、ど

のようなことが必要だと考えますか。 

英語 
英語が苦手な人に、英語の魅力を伝えるPR動画を作るとした場合、1分間で何を話

すか。 

部活 

（剣道） 

勝てない時期が来た場合、どう打開するか。また、できるだけ良い結果をキープする

ために普段から行っていることは何か答えなさい。 

甲南 全般 
最近、ニュースなどを通して関心を持っていることは何ですか、また、その理由を答

えなさい。 

鹿児島 

中央 

スポーツ 
新型コロナウィルスで行事や部活動が制限され、中止や延期となっているなかで、ど

のような工夫が必要と考えられるか。 

スポーツ 人間がAＩ（人工知能）に勝っているところは何か答えなさい。 

※各高校とも作文課題だけでなく面接（実技含む）もおこなわれます。普段より、高校生活における自分のイ

メージや将来の夢（大人像）をしっかり持っていくことも重要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

後輩達への激励記 

「高校入試を終えて」 
鶴丸高校１年 岡山 璃玖 さん（鶴丸高校、樟南高校、鹿児島高校 合格） 

 

僕は中学 3 年生の夏期講習から英進館に通い始めました。初めの頃はＥ判定が多く、結果が思うように

出ないこともありました。それでもなんとか合格し、受験を通して多くのことを学べたので、皆さんに今後、

勉強をする上で3つのアドバイスをしたいと思います。 

1つ目は授業や模試の復習を丁寧にすることです。難しかったり、分からなかったりする問題は誰にでも

あります。不十分な理解のままにせず、ラッキーだと思って自分のものにしていくことが大切になります。

特に12月から始まる大予想！模試では入試に直結するものがたくさんあります。訂正・復習に力を入れ、

次出たとき100パーセント解けるようにしておきましょう。 

2つ目はキーワードチェックをすることです。先生に方は模試があるごとに繰り返し言われ、僕自身、ケ

アレスミスが多かったので「意識を高めることができました。入試では、たった1問が合否を左右します。

当日はとても緊張しますが、日頃からキーワードチェックの癖がついていることで、落ち着きをもって臨む

ことができ、合格に向けて確実に 1 歩近づきます。ミスはふとした時に起こってしまうので日頃から注意

していきましょう。 

3つ目は素直であり、感謝の気持ちを持つことです。みなさんには伸びしろがまだまだあるので、新たな

学びを素直に受け入れ、どんどん吸収していきましょう。受験するにあたり、決して 1 人ではやっていけ

ません。周りには先生方や家族、友達の力強いサポートがあることを忘れず、常に感謝の気持ちを持ち続け

てください。それによってモチベーションも上がり、勉強への熱の入れ方も変化すると思います。これから

受験する皆さんは自分を信じて、第一志望高に合格できるように頑張ってください。 

最後に、ご指導してくださった鹿児島校の先生方、本当にありがとうございました。                        

    （「巣立ち」より抜粋） 



■一般入試選抜方法…学力検査と調査書の２本立て 

選抜方法は、｢調査書｣の｢学習の記録｣の換算点と、国語・理科・英語・社会・数学の５科目について行う｢学力

検査｣の成績との相関、および、｢調査書｣の｢総合的な学習の時間の記録｣・｢行動の記録｣・｢出欠の記録｣・｢総合

所見及び指導上参考となる諸事項｣等を総合して行います。 

 ●｢調査書｣の｢学習の記録｣ 第3学年の記録を点数に換算（450点満点） 

  ・｢学力検査｣を行う5教科…………………各10点×5＝50点 

  ・｢学力検査｣を行わない必須の4教科……各100点×4＝400点 

  ●｢学力検査／国･理･英･社･数｣ ……………各90点×5＝450点満点（時間は各50分） 

※ 「調査書」の「学習の記録」とは、いわゆる「通知表」を元に作成されます。各中学校は高校に対して調査書

のもととなる指導要録の評定を10段階評価（絶対評価）になおしたものを提出することになります。「総合所

見及び指導上参考となる諸事項」には、中学校担任所見が記載されることになりますので極端な問題行動など

あると大きな減点要素になる恐れがあります。とはいえ、学力検査と調査書を総合して選抜する方法は、今ま

での入試結果をみると、得点開示も実施されており、生徒たちから集約したデータを比べてみた場合、上位進

学校ではほとんど有名無実であり、定員枠の大半が｢学力検査｣重視で決定されていると考えられます。 

 

令和５年度 鹿児島県公立高校一般入試日程 

県内｢学区外許可申請｣および 

｢学区指定申請｣の市町村教委締切 
令和４年12月８日（木） 

入学願書提出期間 令和５年２月７日（火）～２月13日（月）正午まで 

出願倍率公表(教育委員会HPより) 令和５年2月14日（火） 

出願変更期間 令和５年2月15日（水）～２月21日（火）正午 

最終倍率公表(教育委員会HPより) 令和５年2月22日（水） 

学力検査 
令和５年3月２日（木） 国語・理科・英語 

令和５年3月３日（金） 社会・数学（面接） 

合格者発表 令和５年3月15日（水） 

  (注)｢面接｣を実施する学校および学科では、実施学科の志願者全員を対象に、２日目の｢学力検査｣終了後に

面接を実施します。 

 

◎入学出願について 

【出 願】｢入学願書｣の提出は、1人1校1学科に限ります。ただし、学科併願による募集を行う高校について

は、複数の学科に出願できます。 

     ※鹿児島女子高校への出願をされる際は、学科併願に制限がありますので、ご注意ください。 

【出願変更】出願変更は、１人につき1回認められています。 

 

■一般入試問題の難易度について 

―令和4年度の5教科合計の平均点は243.5点（各90点×5＝450点満点）― 

毎年、鹿児島県教育委員会が公立高校の全受検者の得点を集計し、全受検者の平均点を発表しています。詳細

については、入試結果総評に平均点推移を記載しておりますので、ご参照ください。 

 



■第二次入学者選抜方法・・・面接・作文と調査書等で決定 

｢第一次入学者選抜｣の合格者が募集定員に満たない学科（開陽高は除く）において実施する入試で、公立高校

で学びたい意思を持つ生徒に再度受検の機会を提供するものです。再度の学力検査は行わず、｢調査書｣の記録、

志願者全員に行う｢面接｣｢作文｣および第一次入学者選抜における｢学力検査｣の結果等を総合して合格者を決定し

ます。実施学科と募集枠については、｢第一次入学者選抜｣の合格者発表当日に発表します。出願できる者は、鹿

児島県の公立高校を受検し合格しなかった者（ただし、同一校の同一学科には出願できない。また、私立高校に

合格し入学手続きをした者は除く）および鹿児島県公立高校の第一次入学者選抜に出願したが｢学力検査｣を受検

できなかった者とします。 

令和５年度 鹿児島県第二次入学者選抜 

 入学願書提出期間  令和５年３月20日（月）～３月22日（水）正午まで 

 面接・作文等実施 令和５年３月23日（木） 

 合格者発表 令和５年３月2４日（金） 

 


